






子どもたち伝えたいこと

『最初からスケートばかりをやっていたわけで

はない。小さい頃から、いろいろなことをやって

きた。』

『何か一つのことを極めていこうというとき、

何か壁にぶつかった際に、いろいろしてきた経

験が役に立った。』
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○北海道日本ハムファイターズ幕別後援会
○町スポーツ少年団事務局
○総合型クラブネット形成促進

○学校体育支援（幕別町・池田町など）
○放課後教室支援（池田町）
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【運営委員会】

○サッカーチーム委員会 ○スクール委員会
○サークル委員会 ○イベント委員会

運営委員（理事会より委託）、社員、事務局、指導者などで構成

【事務局】
クラブマネジャー （若干名）
事務局員 （若干名）

本クラブの組織は、理事会
と事務局を中心に、運営委員
会を開催し企画・運営をして
いく。
理事は理事会において選出

し、総会の議決を経て承認さ
れる。報酬は支給しないが、
常勤の職員には理事会の議決
を経て支給することができる。

【総会（正会員）】

保護者会幹事は、チーム所属選手
保護者より選出

【理事会】
理事長 笠谷直樹
理事 金子隆司・渡部尚樹・新倉榛名・小川祥之

髙木美佐子・上村篤・小松正直・山本鈴菜

【監査】久保田智
（道体育協会ｸﾗﾌﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）





◆年代ごとの狙い（幼小中一貫体制）

中２・３    ・・・ 大人のサッカーを取り入れる年代。

                 ⇒ 個々のプレースタイルを尊重しつつ、表現するサッカ
ースタイルをチーム全体で共有。

                   選手たち自ら対戦相手に応じた戦術変更。
                 例）練習試合の対戦相手を時期みて考慮⇒高１
                   攻守においてセットプレーの練習
                   ポジションごとに練習
                 注）クラブカラー（チームワーク）を失わないように配慮。

小６・中１  ・・・ 実践（試合）の場で技術と戦術を習得する。

                 ⇒ 攻守における小グループ戦術の導入期
                   攻撃 オフ・ザ・ボール、ポジショニング
                      判断を伴うプレー

守備 ラインディフェンス、連動、

小４・５      ・・・ 個人技術の習得を徹底する。⇒ ボールの置き場所

攻守における個人戦術の導入期
⇒ 攻撃 ４年《パス or ドリブル》５年《サポート》
  守備 ４年《マーク》    ５年《カバー》
例）コーンドリブル、リフティング、２VS２⇒３VS３
  ロングキックゲーム、
注）飽きさせないで基礎技術（止める、蹴る、運ぶ）の

練習メニューを組む。
                   ゲームはミニゲームから８人制まで時期で考慮。

幼年期～小３     ・・・ ボールで遊ばせる。

               例）鬼ごっこ、コーンドリブル、的当て等々
                 注）ゲームはミニゲームで３VS３、４VS４が理想。
ボールタッチ数と運動量を確保する狙い



【幕別札内スポーツクラブの指導目標】

◆ 幕別札内スタイルの確立 ◆

・荒削りなプレースタイルの推奨（ラフ、乱暴とは別）

・身体的能力を生かしたプレーの推奨（走力、身長、敏捷性等）

・様々なプレースタイルを生み出す本当の意味でのオープンマインドな指導

・知的なプレーヤーが創出される環境作り

・常識とチームワークを兼ね備えるメンタリティ

（ルールを理解し遵守でき、フェアプレーを忘れない。仲間とのつながりを常に意識して言動できる）

・社会性と教養を身につけた人間性

（自然で自発的な礼儀、地域の方々に認められる言動）

◆ トレーニング上での留意点 ◆

・トレーニング時のゲームでは、ＧK 含めて全ポジションを。

・待ち時間を活用して個人トレーニングを。

・仲間のプレーを評価し合う環境作り。（明るい声出し）

・脚の筋トレも含めて、できるだけ立たせてレストさせる。（仲間意識）

・安全上の観点からオン、オフのメリハリをはっきりさせましょう。
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【公益法人スタッフとしての心構え】

１．スポーツ活動の発展と心身ともに健全な青少年育成のため、あるいは地域振興のため、全て

の子ども達や地域の皆さんの模範となるような言動に努める。

２．「子どもの権利条約」などに則り、人権の尊重に十分配慮して指導にあたる。

３．一部の活動は公費による委託事業であることを忘れず、一部の者の利益ではなく公益性のあ

る活動を徹底する。

【送迎の限定】

１．自家用車での子どもたちなどの送迎に関しては、クラブ借上げによる時間のみ可能。

２．命に関わるような緊急時は、その現場スタッフの適切な判断を優先し、必要に応じて自家用

車への乗車は可能。

【喫煙の限定】

１．各種プログラム開催中、練習場・試合会場などにおいて、人前での喫煙を控える。

２．喫煙は自家用車内のみ。喫煙後 15 分後を経て、車内に出る。

【指導中の飲食】

１．必要に応じて飲食を摂ることはあり得るが、健康増進にふさわしいものとする。

２．ガムなどにはリラックス効果があるという科学的検証もあるが、現時点では控える。

--------------------------------------------------------------------------------------

以上の規程に反し、品位を損ない、クラブの名誉を傷つけたときは、クラブ内で以下の罰則を与

えることがあり得る。

①契約解除 ②無期謹慎 ③有期謹慎 ④罰金 ⑤戒告

今後、以上の「やくそくごと」は必要に応じて、適宜追加・修正を図る。

ただし、目的は「罰則」ではなく、スポーツに関係する者やスポーツそのものが、社会にとって

なくてはならないものとなるようなことを目指すため。）

特定非営利法人幕別札内スポーツクラブ



　①大会時などのテント・チーム旗などの運搬や保管の役割分担調整

　　（クラブハウスや車庫などに保管可能）

○学年幹事は各種業務での連絡・調整（学年間ならびに他の学年とも）

３．

幕別札内FCに関する全ての活動の支援

クラブ主催大会やイベント時など、クラブ本体の運営に関する活動の補助

　（例）「みんなでサッカー＆焼肉」は保護者の会主管

大会日に合わせて...など日にちは各学年の判断で自由。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

「みんなで」活動ができるようにしてください。（時間がかかっても構いません）

各学年において、少なくとも年１回の懇親会開催　（ノミニケーション！！）

１．

２．

　③クラブイベント時や納会などでの役割分担調整

学年２名以上の幹事選出など

　【主な業務内容】

☆

【留意事項】

大会時のチームテントなどの設営や撤収では、可能な限り子どもたちも参加し

４．

　②大会運営の当番にあたった際の、設営・記録・撤収の役割分担調整

 学年幹事さんはあくまでも連絡・調整役であり、基本的には全ての保護者の皆様
で子どもたちの活動、クラブ運営を支えていただきます。 
 弊クラブの理念は『支え合い』です。他人任せや幹事任せといった考え方で関ら
れる方は、弊クラブには向かないと思われます。 









　※この年は・・・結局、冬のフットサルになって初勝利！！

　サッカーを始めて半年ほどしか経っていない子達で試合出場。十勝管内最弱なチームでした。

　”ずっとサッカーをやりたかったけど、やる勇気がわかず、みんなより、さらに遅れて入った子”

　みんなが、このクラブの『原点』を忘れずに、スポーツをサッカーを楽しんでいきましょう！

お母さん方。

　小学生チーム創設時は、

　「絶対に学校のグラウンドは使用させないよ。」の声。

　子どもたちがどんなにミスをしても「いいよ！　いいよ～！！」といつも誉めてくれていた

　「遠征なんて何で行く必要があるの？」

　それでも、子どもたちのためにご足労いただき、地域からの理解を得てきたＯＢの保護者の皆様

　そして、公式戦出場２大会目。ついに初ゴール！！

　「札内スポーツセンターはサッカーボールは使用禁止。」

　そして、相手チームの保護者からも喜びの声。「味方にも」「相手にも」喜ばれたゴール！！

　いまだにあのゴールは忘れられないクラブ史上でも大切にしていきたいゴールだと思っています。

　ゴールネットにす～っと入っていく間、そして決まった瞬間、選手・保護者・ベンチの想いが

完全に一つになった時でした！！







【書式1】応援登録団体募集要項 

イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン 応援登録団体募集要項 

１．キャンペーンの趣旨､目的  

イオン全従業員が地域への社会貢献活動をおこなう「イオン・デー」（毎月 11 日に開催します）に、地域で活躍されている｢ボランティ

ア団体｣などに対して、イオンがその活動に役立つよう物品をもって助成するものです。 

２．キャンペーンの内容 

標準的な登録期間＊ 

登録 

開始月 

登録

終了月
贈呈月

3月 8月 10月

9月 2月 4月

＊12 ヶ月を登録期間とする店舗

もあります。 

 

 

３．助成先団体の基準  

助成先団体としてお申込みいただくためには、次の基準１～基準４までを満たすことが必要です。 

基準１）団体の活動分野 （活動内容が次の５つの分野のうちいずれかにあてはまる） 

 活 動 分 野 活 動 事 例 

１ 福祉の増進を図る活動 
お年寄り・障害者の介護、福祉施設、点訳・手話・朗読サークル、授産施設、
養護学校、盲学校、聾学校、フリースクール 

２ 環境保全・環境学習の推進を図る活動
リサイクル推進活動、環境教育活動、自然保護保全活動、地球温暖化防止活
動、動物保護 

３ 街づくりの推進を図る活動 町の清掃活動、緑化活動、景観保持活動、事故防止・町の浄化活動 

４ 文化･芸術の振興を図る活動 
伝統芸能の保護活動、文化事業の推進、芸術ボランティアの育成、地域に根
ざした国際交流・協力活動 

５ 子供の健康と安全の増進を図る活動 
スポーツを通した子供の育成活動､ボーイ/ガールスカウト、こども会など子
供の育成を目的とした各団体の活動 

※これらの活動分野の推進を行っている学校も対象とします。 

基準２）店舗の近隣にて過去6ヶ月以上の活動実績があり、活動分野の目的を遂行しながら、今後も継続的に活動できる団体。 

基準３）申込時に「団体登録申込書」「活動内容報告書」を提出、登録時に「団体登録承諾書」を提出し、定期的に「活動内容報告

書(半年に 1回)」を提出できる団体。 

基準４）イオンデーの店頭活動、その他必要に応じて交流活動ができる団体。 

４．お申込みの前に  

１．団体の活動内容や状況によっては、登録のご希望に添えないことがございます。 

２．登録は、「1団体1店舗のみの登録」とさせていただきます。（但し、イオンリテール㈱店舗とマックスバリュ各社店舗など、

運営会社が異なる店舗への複数登録は可とさせていただきます。） 

３．基準を満たす団体が多数の場合、抽選や入替制などの方法を採用させていただく場合がございます。 

５．団体登録申込方法  

「団体登録申込書」・「活動内容報告書」の入手方法 
黄色いレシート実施店舗のサービスカウンターでお受取りいただくか、次のウェブページの書式を印刷することができます。

(http://www.aeon.info/environment/social/aeonday/form.pdf) 必要事項をご記入ください。 

申込書の受付場所・受付期間 
登録を希望される店舗のサービスカウンターにお持ちください。電子メールなどによる受付は行っておりません。 

受付は年間を通して行なっています。 

受付から登録まで 
店長･従業員による面談後、登録の有無を決定し、書面にて連絡いたします。 

半年毎（店舗によっては１年毎）に、応援する団体を決定します。次の期間も登録を希望される場合は、その都度「団体登録

申込書」「団体登録承諾書」「活動内容報告書」をご提出いただきます。 

６．贈呈品に関して  

基本的に「イオン 幸せの黄色いレシート」実施店舗で販売されている商品から団体の活動目的に必要な品物を、贈呈額に

応じてお選びいただきます。 



親として避けるべし：大学生アスリートに聞いた「子ども

のころのスポーツの最悪な思い出」

子どものスポーツの大会などを見に行くと、横柄な親の姿が目につきます。あからさ

まに、審判をやじったりコーチをバカにしたりして、子どもに恥ずかしい思いをさせる親

もいます。でも、困った親はそれだけではありません。善意からの行為が、無意識の

うちに我が子のスポーツという体験を台無しにしているケースもあるのです。よかれと

思ってやっているだけに、むしろこっちの方がやっかいなのかもしれません。

Proactive Coaching LLC のブルース・E・ブラウン氏とロブ・ミラー氏は、かつてスポー

ツコーチをしていた経験をいかし、学校などで大人向けの講演を行い、知らず知らず

のうちに困った親にならないための方法を伝授しています。2 人は数百人の大学生ア

スリートを対象に、子どものころにあったスポーツにまつわる最悪の思い出を調査し

ました。その結果、「試合終了後に親に送ってもらう車の中」という答えが圧倒的に多

かったのです。

その理由は、「まだ汗も乾いてないうちに」、親が試合内容についてあーだこーだ言う

からではないかと言われています。試合直後の子どもにとっては、 勝ち負けは関係

なく、自分のプレーやコーチの采配などについてグダグダ言われるのが嫌なのです。

観客でも偽コーチでもなく、「親はただの親であってほし い」のが子どもたちの願いだ

と、ミラー氏は言います。

スポーツとは、子どもの人生において、「好きなようにやりなさい」と親に言ってもらえ

る数少ない場所です。彼らにとっては、リスクを取り、失敗に対処するのに、これほど



いいチャンスはないでしょう。なぜなら、スポーツの結果は致命的にはなりえないから

です。あくまでもスポーツはスポーツ。ですから、 スポーツで何かうまくいかないとき

に、わざわざ親に出てこられるのは子どもにとって嫌なことですし、その必要もないの

です。

所属しているチームが安心できる環境だと確信したのなら、あとはすべて、コーチと試

合の成り行きに任せてください。成功も失敗も、すべて子どもたちのものなのです。

親として言ってもいいのは「君のプレーを見てるのが楽しい」。それだけです。余計な

口出しはしないで、ただ楽しむべし。筆者の個人的な見解としては、これはスポーツだ

けに限ったことではないような気もしますが。


